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就農支援資金貸付金 ○ H７ 17 1 ○ 5,047  5,047  ○ ○ ○ ○ 0

運営費 ○ H７ 17 1 ○ 10,608 0 10,608 0 ○ ○ ○ ○ 0

2 1 0 1 2 2 0 15,655 0 15,655 0 1 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

就農支援資金貸付金特別会計

平成２３年度事務事業評価結果(水田農業経営課)総括表

（単位：千円）水田農業経営課

会計区分

課名

事            業           名
事業
開始
年度

経過
年数

事業区分 事務区分

福井新々元気宣言
における位置付け

成果指標2結果分類  評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

平成
２３年度
予算額

同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

 財源内訳 成果指標1結果分類活動指標1結果分類 活動指標2結果分類



別紙１

□
■ （ 就農支援資金貸付金 ）
□ （ ）

課 農業金融 Ｇ

1 □ □ H７ 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ - 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ ■ 17 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

3,792 8,326 16,858 19,142

39 1,669 16,890 19,145

0 1,500 16,858 19,145

6,900 28,390 44,105 8,600

0 5 9 2

42 40 40 40

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

Ⅰ

結果分類
50.1%当 初 予 算 額 の 推 移

貸付実績 10,850活動

（単位：千円）

平均伸び率

農林水産

その他

目標値、指標の積算根拠等

実行予算

部

拡　　充

整理統合

区　　　　　　分

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 縮　　減

休　　止

見　直　し　額

□継　　続

廃　　止 □□ そ の 他

Ⅰ

Ⅰ

完　　了■

千　円

〕　　　＝　　　〔

□

□ 終期の見直し

　平成１６年８月１日の青年等の就農促進のための資金の貸付け等に関する特
別措置法改正により、認定就農者を就業させる農業法人等に対する就農研修資
金および就農準備資金の貸付が可能となった。

□
［活動指標、成果指標に対する評価］

平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況

78.1%

２３年度

12,372

5,047

 〕　／　整備目標

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

含まれる事業数

会計区分

水田農業経営

補 助 金

そ の 他

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

一般会計

事　業
開　始
年　度

特別会計
企業会計

38.1%

□

特　記　事　項

5.7%

県から(財)ふくい農林水産支援センターへの貸付後に、同センターから認定就農者等に対する貸付を実施

　新規就農時には事前準備をはじめ機械等の整備に多額の資金を要するため、就農希望者の増加
に伴い資金需要の伸びが見込まれる。

5,047

国　　　　　庫

計 画 の 達 成 状 況

指標

財源内訳

予　算　額　（単位：千円）

（１）資金の内容　　　①就農研修資金　　②就農準備資金　　③就農施設等資金
（２）貸付条件
　　　　①貸付利率　無利子
　　　　②研修、準備　　青年：２０年以内（据置期間９年以内）　　中高年：１２年以内（据置期間５年以内）
　　　　　施設等　　　　１２年以内（据置期間５年以内）
　　　　③融資限度額　　６０万円～３，７００万円
（３）貸付対象者　　　就農に関する計画の認定を受けた認定就農者およびこの者を就業させる農業法人等

[予算額および指標の推移等]

県　単

事      業      名

[事業目的]

　農業・農村の活性化を図る上で、その基幹となる担い手の育成、確保が不可欠であることから、新規就農者の研修受講、先進農家視察をはじめ機械等の整備を行う場合等に、これを支援するため貸付を
行う。

法定受託事務

［事業内容］

国　庫就農支援資金貸付金

3貸付件数

新規就農者数

事業効果

の推移 成果

指標

51

5,047

 

区　　　　　　分

所属の

方　針
［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　就農希望者を可能な限り新規就農へと結びつける上で本資金の果たす役割は極めて重要であ
り、今後とも積極的な広報を図りながらさらなる需要の掘り起こしに努めることとし、継続とす
る。

一　般　財　源

その他特定財源

 

[事業の評価]

－１－
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□
■ （ 就農支援資金貸付金 ）
□ （ ）

課 農業金融 Ｇ

1 □ ■ H７ 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ - 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 17 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

4,709 6,255 7,651 8,295

4,706 6,255 7,651 8,292

4,706 6,255 7,650 8,292

155,459 150,777 160,057 170,986

    

3,084 4,110 5,075 5,472

0 0 0 0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

国　　　　　庫

財源内訳 その他特定財源

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

事      業      名

決 算 額 の 推 移

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

一　般　財　源

10,608

貸倒実積

計 画 の 達 成 状 況

指標

区　　　　　　分

含まれる事業数

貸付残高

運営費

［事業内容］

区　　　　　　分

10,608

事業効果

の推移

活動

 

国への償還実績成果

0.0%

7,406 25.0%

165,506 1.7%

会計区分

国　庫

水田農業経営

 

一般会計

完　　了

〕　　　＝　　　〔 〕　／　整備目標

見　直　し　額

事業開始後の見直し状況

□ 縮　　減

□

　貸付に係る連絡会議での運用確認、検証をはじめ償還に係る電算処理の委託等により、迅速、
適正かつ円滑な事務処理を維持することができている。

平成23年度予算額

10,608

事業終了
予定年度

その他

事　業
開　始
年　度

経過年数

法定受託事務

事務区分
事 業
区 分

農林水産

特別会計
企業会計

部

実行予算

補 助 金

そ の 他

県　単

0

結果分類
22.9%

22.9%

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

千　円

□

□

休　　止

（単位：千円）

特　記　事　項

整理統合 □

□ 終期の見直し

そ の 他

 

□継　　続所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

評価に基

づく今後

の 対 応

拡　　充

■

　制度趣旨を踏まえ迅速、適正かつ円滑に資金の貸付および償還を行うことは制度資金の運営を
行う上で不可欠であり、継続とする。

□

指標

[事業目的]

　貸付および償還等の資金事務の適正かつ円滑な実施を図る。

（１）事務取扱委託[(社)全国農業改良普及支援協会]
（２）国への貸付財源の償還

[予算額および指標の推移等]

２３年度

目標値、指標の積算根拠等

平均伸び率

10,608

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

廃　　止

－２－


